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償還報告書（全体版） 

[繰上償還] 

マッコーリー ヘッジ付グローバル・ 
インフラ債券ファンド（ラップ向け） 

 

 
 

信託終了日：2022年12月28日 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフ

ラ債券ファンド（ラップ向け）」は、約款の規定に基

づき、先般ご案内申し上げました予定通り、12月28日

に繰り上げて償還させていただきました。ここに謹ん

で運用経過と償還内容をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 
2022年12月28日［当初、2025年５月９日］まで
（2015年４月30日設定） 

運用方針 

マッコーリー グローバル・インフラ債券マ
ザーファンド受益証券への投資を通じて、主
として世界のインフラ関連企業が発行する米
ドル建て債券に実質的な投資を行います。な
お、インフラ関連企業とは、公益、通信、エネ
ルギーおよび運輸等の日常生活に必要不可欠
なサービスを提供する企業をいいます。マ
ザーファンド受益証券の組入比率は高位を維
持することを基本とします。デュレーション
調整等のため、先物取引等を利用し債券の実
質投資比率が100％を超える場合があります。
実質組入外貨建資産については、原則として
為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をは
かります。マザーファンドの債券等の運用にあ
たっては、マッコーリー・インベストメント・
マネジメント・グローバル・リミテッドに運用
指図に関する権限を委託します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

マッコーリー グローバル・イン
フラ債券マザーファンド受益証
券を主要投資対象とします。 

マ ザ ー
ファンド 

世界のインフラ関連企業が発行
する米ドル建て債券を主要投資
対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
 
「マッコーリー」の商標は、マッコーリー・グループ・リミテッドか
らのライセンスに基づき利用しています。 
Macquarie Bank Limited（以下「MBL」といいます）を除き、当資料
に言及しているマッコーリー並びにマッコーリー関連会社は何れも
1959年銀行法（オーストラリア連邦）上の預金受入機関として認可さ
れておらず、これらの法人の負債にはMBLの預金その他の負債は含ま
れません。別段の記載がない限りMBLは上述の法人の何れに対しても、
その負債に関する保証またはそれ以外の支援提供を行うものではあ
りません。 

 
 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
合 成 イ ン デ ッ ク ス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（円ヘッジベース） 
期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

12期(2021年５月10日) 11,201    0 △ 1.7 11,867 △ 1.0 97.6 △4.8 29 

13期(2021年11月10日) 11,642    0 3.9 12,369 4.2 95.4 △5.1 29 

14期(2022年５月10日) 9,588    0 △17.6 10,198 △17.6 96.8 △0.7 21 

15期(2022年11月10日) 8,614    0 △10.2 9,216 △ 9.6 92.3 2.2 0.752023 

(償還時) (償還価額)        

16期(2022年12月28日) 9,362.00 － 8.7 9,613 4.3 － － 0.817286 
 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 参考指数は、ブルームバーグ米国社債インデックスの公益、通信、エネルギー、運輸セクターの合成インデックス（円ヘッジベース）

です。 

ブルームバーグは、ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピーおよびその関係会社（以下「ブルームバーグ」と総称します。）のサー

ビスマークであり、三菱ＵＦＪ国際投信による一定の目的での利用のためにライセンスされています。ブルームバーグの指数はブルー

ムバーグが算出し、配信し、販売するものです。ブルームバーグは、三菱ＵＦＪ国際投信の関係会社ではなく、ブルームバーグは、三

菱ＵＦＪ国際投信が運用するファンドを承認し、是認し、レビューしまたは推奨するものではありません。ブルームバーグは、ブルー

ムバーグの指数に関連するいかなるデータまたは情報の適時性、正確性または完全性を保証するものではありません。合成インデック

ス（円ヘッジベース）は、ブルームバーグ米国社債インデックスの公益、通信、エネルギー、運輸セクターの各インデックス（円ヘッ

ジベース）を委託会社が合成したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
合 成 イ ン デ ッ ク ス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率 （円ヘッジベース） 騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％  ％ ％ ％ 

2022年11月10日 8,614    － 9,216 － 92.3 2.2 

11月末 9,040    4.9 9,641 4.6 92.0 0.3 

(償還時) (償還価額)      

2022年12月28日 9,362.00 8.7 9,613 4.3 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 運用経過 
第１期～第16期：2015年４月30日～2022年12月28日 

設定来の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 １ 期 首 10,000円 
第 1 6 期末 9,362.00円 
既払分配金 0円 
騰 落 率 －6.4％ 

 

 

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

償還価額は設定時に比べ6.4％の下落となりました。 
基準価額の動き 

為替ヘッジコスト（金利差相当分の費用）等の運用上の費用を
計上したこと等。 

下落要因 

債券利子収入を享受したこと等。 
上昇要因 

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 
投資環境について 

 
債券市況 
インフラ債券市況は上昇しました。 
設定時から2018年10月頃にかけては米
国景気の拡大期待や米連邦準備制度理事
会（ＦＲＢ）による利上げ等を背景に米
金利が上昇したこと等がマイナス要因と
なったものの、投資家心理の改善等を背
景にスプレッド（国債との利回り格差）
が縮小したこと等がプラス要因となり、
インフラ債券市況は上昇しました。 
その後、2020年３月頃には新型コロナウ
イルスの世界的感染拡大等からスプレッ
ドが拡大し一時的にインフラ債券市況が
大きく下落する局面があったものの、Ｆ
ＲＢによる金融緩和政策等を背景に2021
年半ばにかけては概ね堅調に推移しまし
た。そして、2022年12月にかけてはＦ
ＲＢによる積極的な金融引き締め政策等
を受けて米金利が上昇したこと等からイ

ンフラ債券市況は下落したものの、信託
期間を通じてみると債券利子収入を享受
したこと等からインフラ債券市況は上昇
しました。 
 
為替市況 
米ドルは対円で上昇しました。 
設定時から2016年10月頃にかけては英
国が欧州連合（ＥＵ）離脱を決定する等、
地政学リスクが高まったこと等を受けて
米ドルは対円で下落しました。その後は
新型コロナウイルスの感染拡大によって
投資家心理が悪化したこと等から米ドル
が対円で下落した局面はあったものの、
2022年２月頃にかけては概ねレンジ内で
の推移となりました。そして、2022年
12月にかけてはＦＲＢによる利上げ等を
受けて日米金利差が拡大したこと等から
米ドルは対円で上昇しました。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
マッコーリー ヘッジ付グローバ
ル・インフラ債券ファンド（ラップ
向け） 
信託期間を通じて、マッコーリー グロー
バル・インフラ債券マザーファンド受益
証券への投資を通じて、主として世界の
インフラ関連企業が発行する米ドル建て

債券を高位に組み入れるとともに、為替
ヘッジを行い為替変動リスクの低減を図
る運用を行いました。 
第16期（2022年11月11日～信託終了
日）は、前記の運用を維持し、繰上償還
に向け2022年12月にマザーファンドの
売却を行いました。 

第１期～第16期：2015年４月30日～2022年12月28日

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

マッコーリー グローバル・インフ
ラ債券マザーファンド 
信託期間を通じて、世界のインフラ関連
企業が発行する米ドル建て債券を高位に
組み入れる運用を行ってまいりました。 
2022年11月末時点において、デュレー

ション（平均回収期間や金利感応度）に
ついては市場対比で長めとしました。格
付別ではＢＢＢ格の組入比率を市場対比
多めとしました。セクター別ではエネル
ギーを市場対比多めの配分としました。 

 
 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。 
参考指数は合成インデックス（円ヘッジベース）です。 
なお、設定来の基準価額は6.4%の下落、参考指数は
5.3％の下落となりました。 
 
 
 

 
基準価額と参考指数の対比（騰落率） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
分配金について 

 
信託期間中の収益の分配はありません。 
 
 
償還価額 

 
マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け） 
償還価額は、9,362円00銭となりました。 
 
信託期間中はご愛顧を賜り、誠にありがとうございました。 

 

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

 
１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期  
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）  

(ａ)信 託 報 酬  10  0.108  (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数） 

 ( 投 信 会 社 )  (9)  (0.095)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価 
 ( 販 売 会 社 )  (1)  (0.007)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価 
 ( 受 託 会 社 )  (1)  (0.006)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

(ｂ)売買委託手数料  0  0.000  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 (先物・オプション)  (0)  (0.000)   

合  計  10  0.108   

期中の平均基準価額は、9,194円です。   
 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、簡便法により算出した結果です。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま

す。 

（注）売買委託手数料は、このファンドが組み入れてい
る親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド
に対応するものです。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

2022年11月11日～2022年12月28日

マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.82％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

○売買及び取引の状況 (2022年11月11日～2022年12月28日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド 15 34 350 783 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年11月11日～2022年12月28日) 

 

＜マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 1 0.746733 74.7 0.772937 0.026385 3.4 

 
 
 

＜マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 5,454 2,645 48.5 329 － － 

平均保有割合 0.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年11月11日～2022年12月28日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 償還時残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0.872982 － － 0.872982 商品性を適正に維持するための取得 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

○組入資産の明細 (2022年12月28日現在) 

 

 信託終了日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド 334 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年12月28日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 818 100.0 

投資信託財産総額 818 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2022年12月28日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 818,137   

 コール・ローン等 818,137   

(B) 負債 851   

 未払信託報酬 850   

 未払利息 1   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 817,286   

 元本 872,982   

 償還差損金 △ 55,696   

(D) 受益権総口数 872,982口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 9,362円00銭 
 
＜注記事項＞ 
①期首元本額 872,982円 

期中追加設定元本額 0円 
期中一部解約元本額 0円 
また、１口当たり純資産額は、期末0.936200円です。 

○損益の状況 (2022年11月11日～2022年12月28日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     19   

 支払利息 △     19   

(B) 有価証券売買損益 66,132   

 売買益 72,855   

 売買損 △  6,723   

(C) 信託報酬等 △    850   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 65,263   

(E) 前期繰越損益金 △198,307   

(F) 追加信託差損益金 77,348   

 (配当等相当額) (  145,164)  

 (売買損益相当額) (△ 67,816)  

 償還差損金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 55,696   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は55,696円です。 
③「マッコーリー グローバル・インフラ債券マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要す

る費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の33の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から
支弁しております。   

親投資信託残高 
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マッコーリー ヘッジ付グローバル・インフラ債券ファンド（ラップ向け）

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2015年４月30日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2022年12月28日 資 産 総 額 818,137円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 851円 

純 資 産 総 額 817,286円 

受益権口数 10,000,000口 872,982口 △9,127,018口 受 益 権 口 数 872,982口 

元 本 額 10,000,000円 872,982円 △9,127,018円 １万口当たり償還金 9,362円00銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 467,646,920円 446,790,725円 9,554円 0円 0％ 

第２期 1,631,100,050   1,626,476,880   9,972   0   0   

第３期 1,097,415,866   1,100,174,558   10,025   0   0   

第４期 1,237,150,745   1,240,561,523   10,028   0   0   

第５期 200,469,482   207,345,978   10,343   0   0   

第６期 251,947,556   249,697,446   9,911   0   0   

第７期 27,991,448   27,265,680   9,741   0   0   

第８期 27,186,631   27,931,272   10,274   0   0   

第９期 34,736,889   37,470,886   10,787   0   0   

第10期 40,808,601   43,353,074   10,624   0   0   

第11期 44,248,964   50,404,877   11,391   0   0   

第12期 26,313,688   29,473,064   11,201   0   0   

第13期 25,767,454   29,997,592   11,642   0   0   

第14期 22,653,772   21,719,354   9,588   0   0   

第15期 872,982   752,023   8,614   0   0   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 9,362円00銭 
 
◆償還金は償還日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆課税上の取り扱い 

・個人受益者の場合、償還価額から取得費（申込手数料（税込）を含みます。）を控除した利益（譲渡益）が譲渡所得等として課税され、原

則として、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率による申告分離課税が適用されます。 

・特定口座（源泉徴収選択口座）を利用する場合、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収され、

原則として、申告は不要です。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

全残存口数に対して受益者からの解約請求があり、約款第47条第１項に規定する「やむを得ない事情が発生」した場合に該当し、また、約

款第47条第５項に規定する「真にやむを得ない事情が生じている場合」に該当するため、信託約款の規定に基づき、信託を終了しました。 

（2022年12月28日）  
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